
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を 

   　
　
　
　

点
検
し
ま
し
ょ
う
！

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
時

に
適
切
に
作
動
す
る
よ
う
、
設
置
し

た
後
も
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
で

す
。
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
、
点
検
ひ

も
を
引
く
な
ど
、
定
期
的
に
作
動
確

認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過

し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
本
体
内

部
の
電
子
部
品
が
劣
化
し
て
火
災
を

感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
本
体
の
交
換
を
お
勧
め
し
ま

す
。

問 

市
消
防
本
部
予
防
課☎

（22）
０
０
７
２

就
学
援
助
制
度
「
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
」
の
入
学
前
支
給
の

お
知
ら
せ　

　
令
和
５
年
４
月
に
市
内
在
住
の
小

学
校
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子

さ
ま
が
い
る
世
帯
で
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
ラ
ン
ド
セ
ル
・
制
服
等
の
入

学
前
に
必
要
な
も
の
の
購
入
に
お
困

り
の
方
を
対
象
に
、
就
学
援
助
費
の

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
を
入
学

前
の
３
月
に
支
給
し
ま
す
。
対
象
者

や
申
請
方
法
等
、詳
細
は
問
合
先
へ
。

申
込　
２
月
10
日
（
金
）
ま
で

問 

教
育
総
務
課  　
☎

（21）
２
４
６
２

交
通
事
故
防
止
へ
の
ご
協
力
を 

　
　
　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

　
11
月
下
旬
の
未
明
、
都
賀
町
家
中

地
内
の
市
道
１
０
０
１
号
線
（
通

称:

下
都
賀
西
部
広
域
農
道
）
に
お

い
て
、
大
型
貨
物
自
動
車
が
前
方
を

走
行
す
る
自
転
車
に
追
突
し
、
自
転

車
に
乗
っ
て
い
た
人
が
死
亡
す
る
交

通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
同
路
線

の
大
塚
町
か
ら
都
賀
町
家
中
に
か
け

て
の
約
１
㎞
の
区
間
で
は
、
令
和
３

年
10
月
か
ら
令
和
４
年
11
月
ま
で
の

間
に
計
３
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
の
方
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
控

え
て
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
が
け
る

と
と
も
に
、
夜
間
走
行
時
は
原
則
ハ

イ
ビ
ー
ム
を
使
用
す
る
等
、
交
通
事

故
防
止
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
方
は

夜
間
に
は
反
射
材
を
着
用
す
る
と
と

も
に
、
自
転
車
の
前
照
灯
は
適
切
に

使
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問 

交
通
防
犯
課　

  

☎
（21）
２
１
５
１

令
和
４
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
実
績
報
告

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
活
動
の
一

環
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収

入
を
財
源
に
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
富
吉
戸

崎
自
治
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
集
会
施
設
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

自
治
会
公
民
館
の
建
設

　

藤
岡
町
の
富
吉
戸
崎
自
治
会
で

は
、
自
治
会
活
動
の
拠
点
施
設
と
し

て
自
治
会
公
民
館
を
建
設
し
ま
し

た
。
今
後
は
公
民
館
を
拠
点
に
自
治

会
活
動
が
よ
り
活
発
に
行
わ
れ
、
住

民
間
相
互
の
連
携
・
協
力
の
も
と
、

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
が
行
わ
れ
る

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問 

地
域
政
策
課　
栃
木
公
民
館
係

☎
（24）
０
３
５
２

栃
木
市
総
合
運
動
公
園
総
合
体
育

館
の
移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
総
合
体
育

館
の
移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
の
助
成
金
を
活
用
し

て
新
し
く
購
入
し
ま
し
た
。

問 

公
園
緑
地
課　

  

☎
（21）
２
４
１
４

国
民
健
康
保
険
の
方
へ 

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送

り
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方

の
医
療
費
に
つ
い
て
ご
確
認
い
た
だ

き
、
保
険
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
「
医
療
費
の
お
知

ら
せ
」（
医
療
費
通
知
）
を
お
送
り

し
ま
す
。

送
付
予
定
日　
２
月
10
日
頃

対
象
者
　
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主

対
象
の
受
診
期
間
　
令
和
４
年
１
月

受
診
分
か
ら
10
月
受
診
分
ま
で
（
た

だ
し
通
知
作
成
時
ま
で
に
医
療
機
関

等
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
医
療
費
に
限

り
ま
す
）

通
知
の
内
容
　
受
診
年
月
、
受
診
者

名
、
医
療
機
関
等
名
称
、
受
診
区
分

（
入
院
、
通
院
、
歯
科
、
調
剤
等
）、

日
数
等
、
医
療
費
の
額
、
窓
口
負
担

相
当
額
、
等

確
定
申
告
に
つ
い
て
　
こ
の
お
知
ら

せ
は
確
定
申
告
に
お
け
る
医
療
費
の

明
細
書
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
な

お
、
こ
の
お
知
ら
せ
に
反
映
の
な
い

月
分
の
医
療
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
手
持
ち
の
医
療
費
領
収
書
に
基
づ

い
て
明
細
書
を
作
成
し
申
告
書
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

保
険
年
金
課　

  

☎
（21）
２
１
３
１

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は 

   

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保
険

料
が
自
動
的
に
引
落
と
さ
れ
る
の
で

金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省

け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利

で
す
。
な
お
、ま
と
め
て
前
払
い（
前

納
）
す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま

す
。

口
座
振
替
の
種
類

①
２
年
前
納　

２
年
分
の
保
険
料

を
４
月
末
日
に
一
括
引
落
。（
毎
月

現
金
で
納
め
る
場
合
よ
り
約
１
５
，

０
０
０
円
の
割
引
）

②
１
年
前
納　

１
年
分
の
保
険
料

を
４
月
末
日
に
一
括
引
落
。（
毎
月

現
金
で
納
め
る
場
合
よ
り
約
４
，

０
０
０
円
の
割
引
）

③
６
か
月
前
納　
６
か
月
分
の
保
険

料
を
４
月
末
日
と
10
月
末
日
に
一
括

引
落
。（
毎
月
現
金
で
納
め
る
場
合

よ
り
１
年
間
で
約
２
，
０
０
０
円
割

引
）

④
当
月
末
振
替
（
早
割
）　

毎
月
末

日
に
当
月
分
の
保
険
料
を
引
落
。

（
月
々
約
50
円
割
引
）

⑤
翌
月
末
振
替　
毎
月
末
日
に
前
月

分
の
保
険
料
を
引
落
。（
割
引
は
あ

り
ま
せ
ん
）

口
座
振
替
の
申
込
み

　

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
お
持
ち

の
う
え
、「
国
民
年
金
保
険
料
口
座

振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
を
年

金
事
務
所
ま
た
は
口
座
振
替
を
行
う

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
出
書
は
、
年
金
事
務

所
、
金
融
機
関
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

①
２
年
前
納
・
②
１
年
前
納
・
③
６

か
月
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
申

込
み
は
年
金
事
務
所
に
２
月
末
必
着

で
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
令
和
５
年
度
の
割
引
額
は
未
定
で

す
。　

問 

栃
木
年
金
事
務
所
☎
（22）
４
１
３
１

　

保
険
年
金
課　

  

☎
（21）
２
１
３
４

佐
野
信
用
金
庫
に
お
け
る
公
金
窓

口
納
付
の
取
扱
い
が
終
了
し
ま
す

　
佐
野
信
用
金
庫
で
の
市
税
、
使
用

料
、
上
下
水
道
料
金
そ
の
他
公
金
に

係
る
納
付
書
に
よ
る
窓
口
納
付
の
取

扱
い
は
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。
納
入
通
知
書
等
に
指
定
の

納
付
場
所
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

場
合
で
も
、
４
月
１
日
以
降
窓
口
で

市
税
等
公
金
を
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、

別
途
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振

替
（
自
動
払
込
）
に
よ
る
納
付
は
、

引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

市
税
等
公
金
窓
口
納
付
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
金
融
機
関

・
足
利
銀
行

・
群
馬
銀
行

・
栃
木
銀
行

・
栃
木
信
用
金
庫

・
足
利
小
山
信
用
金
庫

・
鹿
沼
相
互
信
用
金
庫

・
下
野
農
業
協
同
組
合

・
上
都
賀
農
業
協
同
組
合

・
中
央
労
働
金
庫

・ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局（
指

定
の
納
付
書
に
限
り
ま
す
）

問 

財
政
課　
　
　

  

☎
（21）
２
３
２
１

   

会
計
課　

       

☎
（21）
２
１
１
４

栃
木
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
の
提
出
は
２
月
28
日

（
火
）
ま
で
！

　
健
康
診
断
等
を
受
け
、
市
の
健
康

講
座
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の

参
加
で
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
「
栃
木

市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」。

　
「
栃
木
市
内
公
立
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
へ
１
，０
０
０
円
分
の
寄
附
」
も
し

く
は
抽
選
で
「
１
，０
０
０
円
分
の
ク

オ
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
１
，０
０
０

円
の
蔵
タ
ク
・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
共
通

回
数
券
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
抽
選
結

果
は
３
月
末
の
商
品
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業

や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
詳
細
は
、
５

月
下
旬
に
お
送
り
し
た
「
け
ん
し
ん

パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
増
進
課　

  

☎
（25）
３
５
１
１

栃木市電気・ガス価格高騰対策事業者支援補助金のご案内
　栃木市では、電気・ガス価格高騰の影響を受けている市内の中小事業者に対して、補
助金の交付による支援を行っております。

対象　���次の①、②を満たす中小事業者（個人事業主を含む）
              ①�令和４年８月３１日以前から市内に事業所を有し、かつ、市内で事業活動

を営み、引き続き市内において事業を継続する意思を有する事業者または
社会福祉法人（農業を主たる事業とする者を除く。）

　　　　　②�令和４年５月から９月に使用した事業用の電気料及びガス料金を合算した
額が２０万円以上となる事業者

補助額　５万円
　　　　※申請は1事業者 1回限りです。
申請方法　必要書類を揃えて、郵送または商工振興課窓口にお持ちください。
　　　　　なお、申請用紙は窓口または栃木市ホームページからのダウンロードにより
　　　　　手に入れることができます。
申込期間　2月 10日（金）まで（当日消印有効。）
　　　　　※ただし、予算の上限に達した場合は、期限内でも終了となります。

問  商工振興課　☎（21）2759

広報とちぎ 2023.217 16


